
町の人口と世帯数

僅瀧人口

世帯数3，656

(S50.9.1.現在）
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金
木
町
で
初
め
て
の
〃
町
民
体
育
大

会
〃
が
、
十
月
十
日
の
体
育
の
日
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
菰
目
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
（
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
チ
ー
ム
の
対
抗

戦
）
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
男
女
混
合
チ

…

第
一
回
町
民
体
育
大
会

十
月
十
日
体
育
の
日
に

－
ム
対
抗
戦
で
参
加
者
を
募
集
中
）
、

卓
球
（
小
・
中
学
生
）
の
三
つ
で
す
。

場
所
は
、
金
木
商
等
学
校
体
育
館
で
、

参
加
者
の
集
合
時
間
は
八
時
三
十
分
で

す
。
家
族
み
ん
な
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

酷

で
若
い
体
つ
く
り
を
、
で
は
じ
ま
っ
た

日
Ｍ
マ
ラ
ソ
ン
で
し
た
が
、
参
加
者
が

Ⅱ
を
追
う
に
つ
れ
て
ふ
え
、
五
日
で
終

わ
る
の
が
お
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
来
年

も
ま
た
、
こ
の
日
恥
マ
ラ
ソ
ン
を
行
な

い
ま
す
の
で
、
町
民
ふ
る
っ
て
参
加
し

ま
し
ょ
う
。

今

盛
況
に
終
わ
る

日
曜
マ
ラ
ソ
ン

七
月
か
ら
始
め
ら
れ
た
〃
日
硴
マ
ラ

ソ
ン
〃
も
、
こ
の
十
月
五
日
に
幕
を
と

じ
、
十
月
十
日
の
体
育
の
Ｈ
に
、
全
日

程
参
加
の
人
を
対
象
と
し
た
表
彰
式
が

行
な
わ
れ
ま
す
。

自
分
た
ち
の
体
を
み
な
お
し
、
健
康

町
道
舗
装
整
備
進
行
中

金
木
町
管
内
の
町
道
舗
装
整
備
も
、

嘉
瀬
地
区
・
喜
良
市
地
区
が
す
で
に
終

わ
り
、
金
木
地
区
の
一
部
を
残
す
の
み

と
な
り
ま
し
た
。
金
木
地
区
内
の
町
道

で
、
砂
利
の
上
に
石
炭
く
ず
だ
け
し
い

て
い
る
部
分
は
、
も
う
一
度
そ
の
上
に

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
し
ま
す
。
十
月

町
営
住
宅
建
設
事
業
は
着
々
と
進
み

金
木
で
は
旭
ヶ
丘
団
地
西
側
に
十
二
戸

嘉
瀬
で
は
下
昭
和
町
清
久
溜
池
付
近
に

七
戸
、
喜
良
市
で
は
旧
喜
良
市
中
学
校

跡
地
に
六
戸
そ
れ
ぞ
れ
建
設
中
で
す
。

金
木
町
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
〃
金

木
町
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
大
会
″
が
行
な

わ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
終
了
し
、

そ
の
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

●
一
位
第
二
保
育
所
チ
ー
ム

●
二
位
金
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
チ
ー
ム

●
三
位
フ
ラ
ワ
ー
チ
ー
ム

末
ま
で
に
は
終
了
す
る
予
定
で
す
。

第
二
保
育
所
チ
ー
ム
優
勝

町
営
住
宅
建
設
す
す
む
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Ｐ
守
Ｊ
か
み
Ｊ
い
◆
Ｊ
価
寺
Ｊ
か
み
Ｊ
ｆ
今
Ｊ
Ｐ
寺
』

中
央
公
民
館
に

時
計
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

九
月
十
六
日
午

後
一
時
よ
り
、
金

木
南
中
学
校
で
、

金
木
地
区
少
年
防

犯
弁
論
大
会
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

日
術
、
少
年
の
見

る
悪
や
犯
罪
に
つ

い
て
、
自
分
の
考

え
を
体
験
談
を
ま

じ
え
て
堂
々
と
発

表
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
の

結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
団
体

①
金
木
南
中
学

校
②
中
里
中
学
校

③
金
木
中
学
校

▼
個
人

福
田
元
信
さ
ん
（
米
町
・
有
限
会
社

ふ
く
だ
社
長
）
は
、
八
月
二
十
九
日
、

金
木
町
中
央
公
民
館
に
直
径
一
脚
も
の

大
時
計
の
寄
附
を
申
し
出
ま
し
た
。
大

時
計
は
、
九
月
十
日
、
中
央
公
民
館
に

届
き
、
大
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
右
側
に

取
り
付
け
ら
れ
、
近
代
的
披
備
の
誇
る

中
央
公
民
館
に
、
貫
禄
の
あ
る
一
秒
一

秒
を
告
げ
て
い
ま
す
。

福
田
さ
ん
は
、
六
月
に
も
現
金
三
十

万
円
の
寄
付
を
し
て
お
り
、
金
木
町
に

貢
献
す
る
も
の
も
甚
大
で
、
町
長
以
下

関
係
者
側
も
七
一
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

①
吉
崎
洋
司
（
金
木
南
中
二
年
）

②
鈴
木
ひ
と
み
（
中
里
中
三
年
）

③
今
恵
子
（
小
泊
中
二
年
）

④
荒
関
幹
子
（
金
木
南
中
三
年
）

⑤
佐
藤
悦
子
（
武
田
中
三
年
）

◎
恵
ま
れ
た
琿
境

私
鉄
津
軽
鉄
道
が
嘉
瀬
と
金
木
の
間

の
川
に
さ
し
か
か
る
こ
ろ
、
山
手
の
窓

に
映
る
ク
リ
ー
ム
色
の
建
物
が
南
中
で

す
。
今
ま
で
村
も
町
も
た
だ
広
い
稲
原
に

埋
ま
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
光
景
を
見
て

息
の
詰
ま
る
思
い
を
し
て
き
た
人
達
は

ひ
ぱ
大
樹
に
囲
ま
れ
た
丘
に
突
き
刺
す

よ
う
に
が
っ
ち
り
と
建
っ
て
い
る
南
中

を
見
て
、
そ
の
自
然
と
の
調
和
に
ほ
っ

と
し
て
い
ま
す
。

嘉
瀬
・
喜
良
市
の
両
校
舎
が
実
質
統

合
し
て
、
こ
の
夏
で
ち
ょ
う
ど
十
年
に

な
り
ま
す
。
杉
木
立
の
中
に
あ
る
校
舎

の
砿
は
薄
汚
れ
、
破
損
箇
所
も
目
立
ち

始
め
、
大
分
貫
録
が
付
い
て
き
ま
し
た
。

学
級
数
十
三
学
級
・
教
職
員
数
二
十

五
名
・
生
徒
数
四
百
六
十
六
名
の
中
規

模
校
で
す
が
、
サ
イ
ド
の
広
い
き
れ
い

な
プ
ー
ル
、
ま
た
、
す
ぐ
近
く
に
あ
る

ジ
ャ
ン
プ
台
の
あ
る
ス
キ
ー
場
は
自
慢

で
き
ま
す
。

湛
叉
寿
叉
曙
叉
寒
以

沌
然
鴻
黙
疋
黙
沌
然

睡
瑠
酎
四
越
廼
睡
瑠

篝
》

％沌完沌

灘
特
活
を
基
盤
に

豊
か
な
心
を

金
木
南
中
学
校
長
永
沢
由
明

春
は
清
楚
に
咲
く
桜
を
見
、
夏
は
緑

の
野
の
さ
わ
や
か
な
風
に
胸
を
広
げ
、

秋
は
極
彩
色
の
大
倉
岳
を
見
る
。
冬
は

吹
雪
で
何
も
見
え
な
い
判
南
中
生
は

豊
か
な
自
然
の
憧
（
ふ
と
こ
ろ
）
で
鍛

え
ら
れ
、
そ
し
て
慰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
名
目
統
合
十
周
年
記
念
に
あ

た
り
、
学
区
民
の
ビ
デ
オ
寄
贈
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
記
念
植
樹
と
花
垣
整
備
・
町
の
配

慮
に
よ
り
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
購
入
・

自
転
車
置
場
新
築
等
の
環
境
整
備
は
生

徒
の
思
い
出
と
し
て
い
つ
ま
で
も
語
り

継
が
れ
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
教
室
の
照
明
改
善
・
ス
キ
ー

場
整
備
・
体
育
館
と
屋
上
の
金
鋼
修
理

が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
音
楽
室
窓

の
サ
ッ
シ
と
の
取
換
え
・
校
門
か
ら
玄

＊

◎
本
校
の
教
育
目
標

創
造
性
の
豊
か
な
生
徒

（
努
力
目
標
）

●
健
康
で
礼
儀
正
し
い
生
徒
．

●
学
力
と
情
操
の
豊
か
な
生
徒
。

●
勤
労
と
責
任
を
重
ん
ず
る
生
徒
。

●
自
主
性
と
根
性
の
あ
る
生
徒
。

（
学
校
課
題
）

生
徒
の
創
意
・
工
夫
を
生
か
し
た
学

校
行
事
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
。

目
標
の
創
造
性
の
豊
か
な
生
徒
と
は

心
と
し
て
の
精
神
（
自
己
決
定
・
自
主

性
）
を
高
め
る
こ
と
か
ら
、
一
つ
の
人

格
が
天
然
自
然
に
他
の
人
格
と
の
統
合

で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
自
己
の
精
神
性

を
高
め
る
こ
と
で
す
。
簡
単
に
い
う
と

自
然
を
大
切
に
し
、
い
つ
く
し
む
生
徒

の
育
感
で
す
。

こ
の
た
め
、
生
徒
の
実
態
か
ら
四
つ

の
努
力
目
標
が
設
定
さ
れ
、
特
活
（
特

別
教
育
活
動
）
の
学
校
行
事
が
職
貝
共

通
の
研
究
課
題
に
な
り
ま
し
た
。

学
校
で
は
、
夏
休
み
の
キ
ー
ャ
ン
プ
．

そ
し
て
運
動
会
を
終
え
、
文
化
祭
と
新

人
戦
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

テ
ニ
ス
部
は
朝
練
習
に
汗
を
流
し
、
合

唱
部
は
昼
休
み
に
課
題
曲
と
取
組
み
、

学
活
は
各
学
級
一
斉
に
前
夜
祭
の
歌
・

寸
劇
の
練
習
を
始
め
て
い
ま
す
。
放
課

後
、
過
ぎ
ゆ
く
夏
を
惜
し
み
、
プ
ー
ル

で
泳
ぐ
生
徒
や
、
雪
を
待
ち
な
が
ら
グ

ラ
ン
ド
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
汗
を
流
す
ス

キ
ー
部
。
野
球
部
は
夕
Ｈ
に
勝
利
を
祈

り
な
が
ら
、
声
を
掛
け
合
っ
て
い
つ
ま

で
も
練
習
し
て
い
ま
す
。

関
ま
で
の
舗
装
の
話
し
も
で
て
お
り
ま

す
。
先
凡
、
池
に
錦
鯉
が
十
数
匹
放
た

れ
、
池
は
一
段
と
明
る
く
な
り
、
囲
り

に
憩
う
生
徒
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

一
・
一
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国
民
年
金
で
は
、
老
後
の
生
活
を
守

り
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
な
ど
に

そ
の
後
の
生
活
を
守
る
た
め
、
毎
年
そ

の
内
容
の
充
実
が
は
か
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
各
福
祉
年

金
及
び
老
令
特
別
給
付
金
の
額
が
十
月

一

老
齢
福
祉
年
金

加
月
か
ら
一
万
二
千
円
に

福祉年金の増額 (昭和50年10月から）

年金種別等 改正前 改正後

90，000円
(月額7，500円）

144，000円
(月額12，000円）

老令福祉年金

135,600円

(月額11,300円）
216，000円

(月額18，000円）
1級

障害福祉年金 か
ら
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
福
祉
年
金

は
、
来
年
一
月
の
支
払
月
に
、
九
月
・

十
月
・
十
一
月
・
十
二
月
の
四
か
月
分

（
九
月
分
は
旧
年
金
額
）
が
支
払
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

90，000円
(月額7,500円）

144,000円

(月額12，000円）
2級

母子福祉年金および
準母子福祉年金

117,600円

(月額9，800円）
187,200円

(月額15,600円）

66，000円
(月額5，500円）

108，000円

(月額9，000円）
老令特別給付金

青
年
の
国
際
的
視
野
を
広
め
、
国
際

協
力
の
精
神
を
掴
養
し
、
併
せ
て
青
年

に
Ｈ
本
の
姿
を
正
し
く
理
解
さ
せ
、
次

代
を
担
う
中
堅
青
年
の
育
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
総
理
府
主
催
の
昭
和

五
十
年
度
「
青
年
の
船
」
に
、
県
代
表

と
し
て
正
式
決
定
し
た
こ
と
を
紙
面
を

お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
日
の
め
ま
ぐ
る
し
く
移
り
か
わ
る

地
域
社
会
に
あ
っ
て
、
青
年
が
自
ら
青

年
ら
し
く
社
会
正
義
感
を
も
っ
て
青
春

時
代
を
送
り
、
将
来
へ
の
位
置
づ
け
と

し
て
学
習
を
続
け
て
い
く
中
で
、
総
理

府
な
ら
び
に
県
で
は
こ
の
他
に
、
青
年

の
海
外
派
遣
と
し
て
、
長
期
（
オ
ラ
ン

ダ
・
チ
ェ
コ
・
ド
イ
ツ
）
・
短
期
（
カ

ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
）
・
日
ソ
青
年
親
善

お
よ
び
英
会
話
の
筆
記
試
験
を
実
施
し

内
定
者
を
総
理
府
に
推
薦
し
ま
す
。
総

理
府
で
は
、
八
月
六
日
か
ら
十
四
日
ま

で
の
期
間
、
静
岡
県
御
殿
場
市
に
あ
る

国
立
中
央
青
年
の
家
で
全
国
か
ら
の
内

定
者
を
事
前
研
修
さ
せ
、
正
式
決
定
す

る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
て
、
第
九
回
の
「
青
年
の
船

」
は
五
十
一
年
一
月
十
七
日
、
三
井
客

船
「
に
っ
ぼ
ん
丸
」
で
東
京
の
晴
海
を

出
港
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ス
リ
ラ
ン

総
理
府
主
催

「
青
年
の
船
」
海
外
派
遣
決
定

泉
谷
正
幸

交
流
・
訪
ソ
青
年
の
船
等
の
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
の
決
定
し
た
「
青
年
の

船
」
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
、
応
募
資
格
に
つ
い
て
は
、
Ⅲ
本
国

籍
を
有
し
、
二
十
才
以
上
二
十
六
才
未

満
の
男
女
で
、
将
来
、
職
場
・
青
少
年

団
体
お
よ
び
地
域
に
お
い
て
、
活
発
な

活
動
が
期
待
で
き
る
も
の
が
対
象
と
さ

れ
ま
す
。
そ
の
経
緯
は
、
市
町
村
な
ら

び
に
団
体
の
推
薦
を
経
て
、
県
が
面
接

命

機
は
、
今
日
ま
で
の
金
木
町
青
年
団
員

が
一
丸
と
な
っ
て
協
力
し
て
く
だ
さ
っ

た
青
年
運
動
、
つ
ま
り
、
町
青
年
団
長

県
連
合
青
年
団
常
任
理
事
と
い
う
一
連

の
青
年
団
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
二
ヵ
月
間
と
い

う
長
い
期
間
で
す
が
、
金
木
町
の
青
年

と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
、
川
本
青
年

を
代
表
し
、
立
派
に
海
外
研
修
を
積
ん

で
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

力
・
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
・
ク
ウ
ェ

ー
ト
の
五
ヵ
国
を
訪
問
し
、
各
国
の
公

的
機
関
の
訪
問
・
表
敬
、
現
地
青
少
年

在
留
邦
人
等
と
の
交
流
。
交
歓
、
各
種

施
設
の
視
察
・
見
学
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
・
芸
能
の
相
互
交
流
・
紹
介
を
し
、

約
二
カ
月
間
の
日
程
を
終
え
、
五
十
一

年
三
月
十
日
に
帰
航
す
る
計
画
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
概
要
の
一
端
を
述
べ

ま
し
た
が
、
私
が
選
ば
れ
た
最
大
の
動

一
》 ＝羊＝
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ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
７
月
刷
出
分
）

小
野
瑞
穂
（
武
則
長
女
）
金
木

浜
田
吾
（
啓
一
長
男
）
金
木

太
田
優
（
鉄
雄
是
男
）
中
柏
木

阿
部
優
子
（
俊
一
２
女
）
嘉
瀬

三
上
誠
虎
（
誠
三
長
男
）
神
原

原
田
教
子
（
勇
長
女
）
中
柏
木

中
谷
美
由
紀
（
義
匝
長
女
）
喜
良
市

新
岡
年
史
（
年
長
男
）
金
木

白
川
良
樹
（
久
夫
２
男
）
金
木

黒
川
勝
（
市
雄
長
男
）
喜
良
市

木
下
知
忠
（
聡
２
女
）
嘉
瀬

木
田
敏
彦
（
忠
宜
長
男
）
喜
良
市

白
川
彩
恵
（
耐
志
博
長
女
）
金
木

三
上
優
子
（
正
光
２
女
）
喜
良
市

大
橘
拓
也
（
薫
長
男
）
喜
良
市

松
川
千
恵
子
（
徳
次
郎
長
女
）
嘉
瀬

鎌
川
愛
（
明
人
長
女
）
嘉
瀬

工
藤
謙
将
（
昭
二
是
男
）
川
介

泉
谷
麻
美
（
勝
雄
２
女
）
川
倉

山
中
守
（
進
長
男
）
嘉
瀬

古
川
純
（
血
文
２
男
）
金
木

田
中
英
昭
（
栄
畳
男
）
蒔
田

斎
藤
尚
裕
（
彦
三
長
男
）
嘉
瀬

原
田
腫
樹
（
満
長
男
）
藤
枝

白
川
智
（
勝
一
長
男
）
川
倉

浅
利
真
澄
（
滴
美
長
女
）
川
倉

相
馬
達
也
（
新
一
長
男
）
金
木

田
中
牧
子
（
陽
太
郎
長
女
）
蒔
田

石
戸
谷
俊
介
（
隆
長
男
）
金
木

角
田
学
（
長
六
２
男
）
金
木

奈
良
忍
（
新
一
及
男
）
喜
良
市

（
８
月
届
州
分
）

工
藤
実
夏
（
正
仁
長
女
）
金
木

中
村
美
子
（
俊
成
３
女
）
喜
良
市

沢
田
祐
香
（
文
雄
長
女
）
金
木

脈
田
一
好
（
康
範
長
男
）
中
柏
木

土
岐
由
美
子
（
師
明
艮
女
）
嘉
瀬

伊
藤
幸
子
（
正
秋
２
女
）
金
木

田
中
英
行
（
瑞
彦
３
男
）
蒔
旧

花
川
純
也
（
栄
長
男
）
嘉
瀬

伊
丸
岡
大
輔
（
敏
昭
長
男
）
喜
良
市

白
川
こ
ず
え
（
義
治
３
女
）
金
木

桑
田
由
加
（
満
長
女
）
喜
良
市

対
馬
邦
彦
（
邦
晃
２
男
）
金
木

葛
西
武
士
（
武
彦
２
男
）
金
木

今
七
知
（
義
行
３
女
）
喜
良
市

白
川
ひ
と
み
（
武
昭
長
女
）
喜
良
市

伊
藤
友
也
（
光
信
２
男
）
嘉
瀬

小
野
貴
子
（
正
長
女
）
金
木

吉
崎
美
穂
莉
春
長
女
）
嘉
瀬

渋
谷
義
憲
（
良
孝
長
男
）
金
木

鳴
海
武
作
（
武
春
長
男
）
嘉
瀬

成
田
温
子
（
徹
夫
長
女
）
金
木

白
川
留
美
子
（
豊
昭
踵
女
）
川
倉

津
鴎
朝
実
（
陽
一
４
女
）
金
木

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
７
月
届
出
分
）

（
傘
酔
う
華
認
舜
詐
塵
鐸
一
跨
瞬

（
謹
峠
き
罐
甥
一
垂
蝉
郎
唖
傘
一
罐
城
辨

（
確
哩
八
唾
謹
一
率
奉
辨
垂
鍔
一
壼
嘩
柿

、
白
川
修
（
孝
吉
５
男
）
川
倉

一
岩
村
良
子
（
好
美
４
女
）
長
崎
県

（
睦
確
ア
蕪
諦
一
軸
諦
塞
鍔
一
》
手
峠
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（
諦
職
秋
塞
一
搾
拮
霊
趨
一
率
京
錦

（
帷
昨
木
翻
那
一
鋤
唯
州
窪
垂
権
所
蹄

（
程
部
垂
善
一
稚
鑑
窪
認
一
刻
錘
栖

（
蒲
睡
》
銅
一
罐
聴
衆
雲
誹
補

へ
深
沢
宗
明
（
朝
治
３
男
）
札
幌
市

一
石
戸
谷
玲
子
（
惣
七
２
女
）
金
木

（
帯
下
唾
誼
蔬
跨
鐸
傘
一
》
良
称

（
施
癖
恵
証
柳
一
睡
裁
垂
曇
一
推
海
群

（
嘩
峠
木
津
謡
一
睡
緬
門
程
密
一
搾
極
補

（
粋
癖
却
↑
一
樺
墨
錨
一
鍔
里
緬

（
輻
細
谷
帳
歪
一
牽
稚
郎
鐸
鐘
一
軒
里
緬

（
鮒
謹
読
郎
鵠
志
癖

（
浩
筒
か
華
翠
一
律
幸
銅
銅
準
一
搾
握
蹄

へ
沢
田
勇
（
与
三
郎
２
男
）
嘉
瀬

一
成
田
良
（
豊
太
郎
長
女
）
木
造
町

（
蛎
帳
は
嘩
一
鋤
華
榊
率
錨
一
岬
里
鋼

（
癖
岡
恵
》
窄
一
鉦
垂
郎
塞
傘
一
評
鋤
緬

（
椛
麺
原
弘
誌
一
睦
華
夫
鐸
傘
一
標
造
確

町民課より．

、手数料改正ぃ

のお知らせ

角．

10月15日より各種証明

の手数料が下記のとおり

改正されます。

転出証明1枚100円

戸籍抄本〃70円

戸籍謄本〃70円

住民票抄本〃100円

住民票謄本〃100円

納税証明〃100円

印鑑証明〃100円

身分証明〃100円

資産証明〃100円

(家屋証明)1棟100円

（
錘
副
江
砿
稚
一
睡
志
郎
鐸
率
一
錘
所
柿

（
罐
州
シ
鍛
誌
一
群
峰
吉
哩
翠
一
癖
里
輌

（
率
鍛
誕
郵
一
誇
毬
翠
錘
一
蠣
崎
稗

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

（
７
月
届
出
分
）

三
浦
て
る
（
万
才
）
金
木

大
橘
政
吉
（
拓
才
）
喜
良
市

今
タ
キ
（
頓
才
）
喜
良
市

波
利
摩
は
よ
（
躯
才
）
金
木

田
中
和
代
（
鋤
才
）
川
倉

白
川
義
介
（
四
才
）
沢
部

山
中
字
八
郎
（
ｎ
才
）
嘉
瀬

成
田
浦
一
郎
（
氾
才
）
藤
枝

木
下
直
七
（
“
才
）
嘉
瀬

葛
西
タ
マ
（
布
才
）
喜
良
市

近
藤
ヨ
シ
（
妬
才
）
喜
良
市

長
尾
ツ
ヤ
（
鈍
才
）
金
木

沢
田
タ
ミ
（
錘
才
）
金
木

（
８
月
届
出
分
）

藤
野
徳
三
郎
（
”
才
）
金
木

工
藤
柾
四
郎
（
的
才
）
喜
良
市

角
田
廉
（
馳
才
）
金
木

沢
田
志
よ
（
副
才
）
金
木

松
川
修
子
（
１
才
）
嘉
瀬

神
助
男
（
釣
才
）
喜
良
市

外
崎
ヤ
サ
（
ｎ
才
）
藤
枝

山
中
礼
一
（
師
才
）
嘉
瀬

一
一

ｐ
再
四
手
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